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はじめに
　兵庫県朝来町に分布する夜久野オフィオライト朝来岩体の中位スラストシートは，海洋内未成熟島弧の中・

下部地殻を起源とする．そこでは MORB 的な海洋底地殻起源の岩石中に多量の島弧性中～酸性岩類が貫入し，地殻
が全体として酸性岩化するといった島弧の成熟するプロセスを間近で観察できる．特に下部地殻相当域には部分
溶融によって形成された現地性の斑れい岩ミグマタイトがみられ，地殻の再溶融による中～酸性岩メルトの発生，
その集積と分化，上昇貫入といった一連のマグマプロセスと島弧の成熟過程が化石化され保存されている．

　中位スラストシートは，下位から縞状片麻岩帯，ミグマタイト帯，細粒変斑れい岩帯，角閃岩帯に区分され
る．またそれらに小～中規模のトーナル岩，石英閃緑岩，花崗閃緑岩が貫入している．
　これら貫入岩体と斑れい岩ミグマタイトの産状・分布は，下部地殻の部分溶融により形成されたリューコソー

ムに代表される初生メルトの集積，そして貫入岩体の形成といった島弧のマグマプロセスを強く示唆している．

　典型的な中位スラストシートの斑れい岩ミグマタイトは以下のような構造を示す．
メラノソームは様々な大きさのブロック状の細～中粒片麻状普通角閃石斑れい岩ないしミグマタイト帯下位に

分布する縞状片麻岩からなる．片麻状構造はブロック毎に異なる方位を示し，ランダムである．メラノソームの
ブロックの隙間は石英閃緑岩ないしトーナル岩質リューコソームで充填されている．また，ミグマタイト中には
しばしばほとんどホルンブレンドからなるレンズ状のホルンブレンダイトが散在する．その他のミグマタイトの
産状として，アグマタイト，アナテクサイト，ストロマタイト，ダイヤダイサイト，ディクティオナイト，ネビュ
ライト，アグマチックストロマタイトなどがみられる．

ミグマタイト帯の下位には縞状片麻岩が分布する．典型的な縞状片麻岩は，明色レイヤーと暗色レイヤーの互
層から成る．互層の厚さはそれぞれ変化に富み 0.5mm から 5cm 程度である．
　明色レイヤーの主鉱物組み合わせは細粒のオジャイト－斜長石，さらに hematite－ilmenite－pyrite の不

透明鉱物を含む．オジャイトの格子定向配列は顕著で典型的な変成岩の組織を示す．
暗色レイヤーは明色レイヤーにくらべ粗粒の鉱物群からなり，その主鉱物組み合わせは，pargasite ないし

tschermakitic hornblende－オジャイト－斜方輝石（バスタイト化）－斜長石である． また ilmenite－pyrite
の不透明鉱物をわずかに含む．この鉱物組み合わせと角閃石の組成から，縞状片麻岩の変成度はグラニュライト
相に達していたと判断される．また，角閃石類は変形を受けているがポイキリチックな火成岩としての組織を残
している．
この様なグラニュライト相の条件下では，角閃石は dehydration melting を起こし，石英閃緑岩質メルトを生

じる．ここで生じたメルトがリューコソームとなってメラノソームと混ざり合い流動化し現在見られるミグマタ
イトの構造を形成したと考えられる．

ミグマタイトと片麻岩は外見上以下のような関係にある．
a　流動化してきたリューコソームがブロック化した片麻岩を包有する．
b　暗色レイヤー部が，ミグマタイトのリューコソームへと移化する．
　a の露頭のみから判断すると片麻岩自体がパレオソームあるいはレスタイトとしての組成を保持すると考え

られる．また，b の露頭並びに縞状斑れい岩中の鉱物の組織から判断すると，明色レイヤーはパレオソームある
いはレスタイト的な組成を保持し，一方暗色レイヤー部は 火成岩としての組織を残すことから，メルトが数～数
10％程度抜け出したネオソームであると考えられる．
　これらのマグマプロセスを定量化する為に以下の様な解析を行った．ミグマタイトは斑れい岩の部分溶融に

よって形成されたと仮定し「原岩＝メルト＋レスタイト」とするモデルについて最小二乗近似からマスバランス
の計算を行った。さらに，鉱物-メルト間の分配係数に基づくモデル微量元素組成の計算をおこなった．



　しかし，どのような組み合わせにおいてもモデルを満足する結果は得られなかった。斑れい岩中にはしばし
ば粗粒自形で斑状の斜長石が変形機構にオバープリントしている．また黒雲母の細粒結晶が不均質に分布してい
る．これらはミグマタイト化に伴いなんらかの交代作用が起こったことを示唆している．


